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威風堂々、火消しの心意気
～五戸町消防団　初午行事～

　

五
戸
町
消
防
団
（
川
村
浩
昭
団
長
）
に
よ
る
初は
つ
う
ま午

行
事
が
３
月
１
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
。

　

早
朝
、
大
字
切
谷
内
粒
ケ
谷
地
・
菖
蒲
川
地
区
で

行
わ
れ
た
火
災
防
御
訓
練
で
は
、
団
員
ら
が
機
敏
な

動
作
で
次
々
と
ホ
ー
ス
を
連
結
し
、
消
防
車
両
18
台

に
よ
る
遠
距
離
中
継
総
帥
の
確
認
を
行
っ
た
。

　

中
心
街
で
は
三
浦
正
名
町
長
に
よ
る
観
閲
を
受

け
、
ラ
ッ
パ
隊
に
よ
る
ド
リ
ル
行
進
、
勇
壮
な
纏ま
と
い
ふ振

り
、　

消
防
車
両
30
台
と
団
員
約
５
０
０
人
に
よ
る

分
列
行
進
を
披
露
し
、
士
気
の
高
さ
を
示
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
川
村
団
長
と
三
浦

町
長
が
訓
示
。
永
年
勤
続
退
団
者
や
功
労
者
ら
が
表

彰
さ
れ
た
。

受　賞　者（敬称略）
■感謝状

溜
たまり

　久
ひ さ お

男
本
ほ ん だ

田　しげ
本
ほ ん だ

田　貴
たかのり

紀
佐
さ さ き

々木　真
ま み こ

美子
本
ほ ん だ

田　義
よしのり

教
本
ほ ん だ

田　薫
かおる

本
ほ ん だ

田　博
ひろたか

敬
豊
とよかわ

川　雅
まさあき

昭
川
かわむら

村　繁
し げ お

男
川
かわむら

村　たけ子
中
な か が わ ら

川原　隆
た か お

雄
中
な か が わ ら

川原　蘭
ら ん こ

子
■分団競技会表彰

最優秀分団
第２分団、第 12 分団
第 26 分団、倉石１分団

優秀分団
第７分団、第 12 分団
第 26 分団

優良分団
第３分団、第 17 分団
第 19 分団、倉石４分団

■永年勤続退団者感謝状
勤続 30 年以上

松
ま つ お

尾　光
みつまさ

政（本部）
赤
あかさか

坂　松
ま つ お

雄（本部）
勤続 25 年以上

中
なかさと

里　光
みつとも

朋（本部）
崎
さき

　強
つよし

（第２分団）
川
かわさき

﨑　均
ひとし

（第 11 分団）
石
い し だ

田　信
しんいちろう

一郎（第４分団）
宮
みや

　信
の ぶ お

雄（第 18 分団）
古
こ も た

茂田　弘
ひろし

（倉石１分団）
勤続 20 年以上

若
わかまつ

松　茂
しげる

（第４分団）
鳥
と り や べ

谷部　諭
さとし

（第６分団）
畑
はたやま

山　満
みつる

（倉石２分団）
山
や ま だ

田　兼
かねきち

吉（第 ７ 分団）
若
わかばやし

林　重
し げ み

三（第 17 分団）
田
た な か

中　均
ひとし

（第 12 分団）
佐
さ さ き

々木　雅
まさひろ

博（第 15 分団）
■ラッパ隊功労者表彰

小
お ぼ な い

保内　康
やすゆき

之（第 10 分団）
下
しもたいら

平　和
かずひろ

宏（第 18 分団）
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こ
の
ほ
ど
、
平
成
26
年
度
木
村

秀
政
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
、
五

戸
、
川
内
、
倉
石
中
学
校
お
よ
び

五
戸
高
等
学
校
の
生
徒
6
人
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

五
戸
町
名
誉
町
民
の
故
・
木
村

秀
政
博
士
（
元
日
本
大
学
名
誉
教

授
）
は
、
戦
後
初
の
国
産
旅
客
機

Ｙ
Ｓ

－

11
誕
生
に
貢
献
し
、
日
本

航
空
界
に
偉
大
な
業
績
を
残
し
ま

し
た
。
当
時
の
教
育
振
興
に
も
尽

力
し
、
そ
の
人
柄
に
よ
っ
て
多
く

の
人
々
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
木
村
博
士
の
「
夢
の

実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
精
神
」

を
永
遠
に
生
か
そ
う
と
昭
和
62
年

に
創
立
さ
れ
、
学
業
優
秀
で
模
範

的
な
生
徒
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
す
も
飛
ぶ

　飛
べ
大
空
に
!!

奥
山
君
ら
６
人
に
木
村
秀
政
賞

平成 26 年度木村秀政賞受賞者（敬称略）

田
た ぬ ま

沼 千
ち あ き

明
（五戸高 3年）

中
な か さ と

里 健
け ん た

太
（川内中 3年）

佐
さ さ き

々 木 穂
ほ の か

香
（五戸高 3年）

川
か わ ぎ し

岸 和
い ず み

珠
（五戸中 3年）

白
し ら さ か

坂 恵
え る

琉
（倉石中 3年）

奥
お く や ま

山 竜
り ゅ う じ

司
（五戸中 3年）

新
た
な
る
旅
立
ち
・
・
・

五
戸
・
川
内
・
倉
石
中
学
校
卒
業
式

　

３
月
中
旬
、
町
内
の
３
中
学
校

で
は
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
式
が
行
わ

れ
、
１
４
１
名
の
生
徒
が
、
慣
れ

親
し
ん
だ
学
び
舎
を
後
に
し
た
。

　

卒
業
式
に
臨
席
し
た
三
浦
正
名

町
長
は
、「
苦
労
の
節
目
を
持
っ

て
一
歩
一
歩
、
夢
へ
と
向
か
っ
て

進
ん
で
く
だ
さ
い
。」「
こ
れ
ま
で

の
功
績
は
皆
さ
ん
の
努
力
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
支
え
て
く
れ
た
人
々

が
い
た
こ
と
を
思
い
返
し
て
、
感

謝
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。」

と
祝
辞
を
述
べ
激
励
し
た
。

　

ま
た
、
木
村
秀
政
賞
授
与
の
際

に
は
、「
あ
す
も
飛
ぶ　

飛
べ
大

空
へ
」
と
名
誉
町
民
で
あ
る
木
村

秀
政
博
士
の
言
葉
を
引
用
し
、
次

の
人
生
へ
の
新
た
な
一
歩
に
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。
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１
月
６
日
か
ら
12
日
の
７
日

間
、
国
際
社
会
に
生
き
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
及
び
マ
レ
ー
シ
ア
に
中

学
生
19
名
を
派
遣
し
た
中
学
生
海

外
派
遣
研
修
事
業
の
報
告
会
を
、

２
月
12
日
に
町
立
公
民
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
報
告
会
で
は
、
研
修

で
学
ん
だ
こ
と
を
４
つ
の
班
ご
と

に
発
表
し
、
保
護
者
ら
は
興
味
深

く
生
徒
達
の
発
表
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　
　
　

五
戸
中
学
校

　
　
　
　

２
年　

大
久
保　

萌
絵

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
小
学
校
訪
問
の

時
、
言
語
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
し

た
。
現
地
の
子
は
英
語
も
マ
レ
ー

語
も
話
せ
て
、
私
達
に
一
生
懸
命

遊
び
や
文
化
を
紹
介
し
て
く
れ
ま

し
た
。
で
も
、
英
語
が
苦
手
な
私

は
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
現

地
の
子
た
ち
に
と
て
も
苦
労
を
か

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

笑
顔
で
話
し
か
け
て
く
れ
て
、
と

て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
海
外

に
出
て
働
い
て
み
た
い
、
色
々
な

国
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ

　
　
　
　

川
内
中
学
校

　
　
　
　
　

２
年　

大
内　

彩
華

レ
ー
シ
ア
に
も
来
た
い
で
す
。
次

に
来
る
と
き
に
は
色
々
な
言
語
を

話
せ
る
よ
う
に
な
り
、
現
地
の
人

と
笑
顔
で
会
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
い
で
す
。

　
　

倉
石
中
学
校

　
　
　
　
　

２
年　

石
倉　

龍
太

　

初
め
て
外
国
に
行
き
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
文
化
や

に
興
味
を
も
ち
、
ま
た
、
日
本
の

存
在
感
と
家
族
の
温
か
さ
、
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
、
今
回
得
た
こ

と
を
生
か
し
て
、
世
界
の
い
ろ
い

ろ
な
人
と
接
し
、
た
く
さ
ん
の
つ

な
が
り
を
持
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん

の
人
と
通
じ
る
こ
と
で
世
界
の
輪

が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア

で
の
交
流
会
で
は
数
時
間
一
緒
に

過
ご
し
た
だ
け
で
、
言
葉
も
違
う

の
に
、
お
互
い
を
理
解
し
合
う
努

力
を
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
仲

が
深
ま
り
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
、
と

て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。
海
外

生
活
習
慣
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

僕
が
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と

は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
小
学
校
の
皆

さ
ん
と
交
流
で
き
た
こ
と
で
す
。

セ
パ
タ
ク
ロ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ

を
し
ま
し
た
。
け
ま
り
の
よ
う
な

ル
ー
ル
で
、
地
面
に
ボ
ー
ル
を
落

と
さ
な
い
よ
う
に
蹴
り
続
け
る
と

い
う
も
の
で
す
。
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
派
遣
学
習
で
、
マ
レ
ー

シ
ア
の
児
童
の
皆
さ
ん
と
交
流
で

き
た
こ
と
は
、
自
分
に
と
っ
て
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
楽
し

か
っ
た
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
学

ん
だ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
将
来

国
際
的
に
活
躍
で
き
る
よ
う
な
人

に
な
り
た
い
で
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
国
際
交
流
体
験

※生徒の感想は、感想文からの抜粋です。
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主 な 出 来 事

活
力
あ
る
農
村
を
築
く
た
め
に

は
、
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
に
よ

る
主
体
的
な
指
導
活
動
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
農
業
青
年
に
農
業

経
営
者
に
な
ろ
う
と
す
る
学
習
意

欲
を
喚
起
し
て
優
れ
た
指
導
者
を

育
成
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と

し
、
青
森
県
青
年
農
業
士
と
し
て

認
定
す
る
制
度
を
昭
和
51
年
に
制

定
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
ど
、
五
戸
町
か
ら
豊と
よ
か
わ川

真ま
さ
と
し寿
さ
ん
（
上
市
川
・
34
歳
）
が

認
定
さ
れ
、
認
定
証
書
が
授
与
さ

れ
た
。

　

豊
川
さ
ん
は
、
青
森
県
農
業
大

学
校
卒
業
後
、
平
成
15
年
に
23
歳

で
就
農
し
、
な
が
い
も
等
の
露
地

野
菜
を
主
体
と
し
て
規
模
拡
大
を

進
め
て
き
た
。
若
手
農
業
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
塾
を
受
講
す
る
な
ど
し

て
自
己
研
さ
ん
を
重
ね
、
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
や
特
別
栽
培

青
森
県
青
年
農
業
士
に 

豊
川
真
寿
さ
ん
、
認
定
!!

観
光
カ
リ
ス
マ
の
山
田
桂
一
郎
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
講
演

農
産
物
の
認
証
を
受
け
る
な
ど
、

環
境
へ
の
配
慮
、
高
付
加
価
値
生

産
へ
の
取
り
組
み
も
意
欲
的
に

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
八
戸
農
協
青
年
部
の
副

部
長
を
務
め
る
ほ
か
、
消
防
団
や

集
落
行
事
復
活
と
い
っ
た
地
域
活

動
に
も
積
極
的
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
地
域
経
営
に
お
け
る
中

心
的
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が

大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　

青
森
県
で

は
、
国
際
化
の

進
行
に
対
応
で

き
る
体
質
の
強

い
農
業
構
造
と

　

３
月
19
日
、
町
企
画
振
興
課
で

は
、
町
立
公
民
館
を
会
場
に
し

て
、
地
域
振
興
に
関
す
る
講
演
会

を
開
催
。

　
「
選
ば
れ
続
け
る
地
域
に
な
る

た
め
に　

～
世
界
に
通
用
す
る
戦

略
を
考
え
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

ス
イ
ス
在
住
で
、
国
が
認
定
す
る

観
光
カ
リ
ス
マ
の
山や
ま
だ田
桂け
い
い
ち
ろ
う

一
郎
さ

ん
を
講
師
に
招
き
、
講
演
し
た
。

　

会
場
に
は
、
町
民
の
他
、
行
政
・

観
光
関
係
者
な
ど
、
約
１
０
０
人

が
集
ま
り
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、
多
角
的
な
視
点

か
ら
、
様
々
な
手
法
を
紹
介
し
、

自
分
た
ち
自
身
が
自
立
し
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
が
実
現
で
き

る
よ
う
、
方
策
を
練
っ
た
。

　

地
域
活
性
化
は
一
部
の
人
だ
け

で
な
く
、
地
域
全
体
で
お
金
が
回

る
よ
う
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が

重
要
だ
と
述
べ
、
総
力
戦
で
取
り

組
む
べ
き
だ
と
指
摘
。

　

少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
現
状

を
見
る
と
、
現
役
世
代
が
不
足
す

る
前
に
地
域
の
次
代
を
担
う
人
材

を
早
急
に
育
成
す
る
必
要
が
あ
る

と
唱
え
た
。

　

会
場
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
投

げ
か
け
ら
れ
、
山
田
さ
ん
の
答
え

に
感
慨
深
げ
に
う
な
ず
く
姿
も
見

ら
れ
た
。

　

平
成
27
年
度
、
町
で
は
、
山
田

さ
ん
を
講
師
に
招
く
講
演
会
を
６

回
ほ
ど
予
定
し
て
い
る
。
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春の火災予防運動
実施期間　　平成 27 年４月 13 日（月）～４月 19 日（日）

統一標語　　「もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ」

　この運動は、火災が発生しやすい気候となる時季を迎えるにあたり、火災予防思想の一層の普及を図り、
火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させ、財産の損失を防ぐことを目的に実施
されます。
　火災のほとんどは、「チョット」した不注意から発生しています。
　住民一人ひとりが防火に関心を持ち、次の 7 つのポイントに気を付けて火災のない町にしましょう。

【住宅防火　いのちを守る　7 つのポイント】　～　3 つの習慣 4 つの対策　～

■ 3 つの習慣

　○寝たばこは、絶対やめる。
　○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する｡
　○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
■ 4 つの対策

　○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために防炎品を使用する｡
　○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

◇防火教室や救急講習会の開催については、お気軽にご相談ください。
◇住宅用火災警報器設置について、ご不明な点がございましたらご相談ください。（五戸消防署　☎ 62 － 3140）
◇火災・救急・救助は「１１９」
◇八戸消防本部情報案内（災害情報等テレホンガイド）　「０１８０－９９１－８８８」

野焼きの禁止

お問い合わせは　五戸消防署　☎６２－３１４０

ごみの野外焼却は禁止
されています。
　法令等により、ごみの野外焼却は禁止されていますが、農業、林業等を営むた
めのあぜ道の草や下枝等の焼却は、例外となっています。しかし、火災と紛らわ
しい煙等により近隣住民の生活環境に支障を来した場合、例外から外れます。

知っていますか？消防署への届出
実施する際は、必ず次のことをお守り下さい。
①あらかじめ消防署へ届出すること。
②風が強く、空気が乾燥しているときは、中止すること。
③消火の準備をし、一度に多量の焼却を行わないこと。
④その場を離れる際は、完全に消火すること。
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●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
な
ど
の

区
別
を
明
記
し
、
役
場
広
報
係
り
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

<

川
柳>

記
念
碑
が
語
り
続
け
る
田
植
歌

本
田　

昭
雄（
舘

町
）

サ
ッ
カ
ー
の
町
復
活
の
夢
を
追
え

本
田　

昭
雄（
舘

町
）

夢
か
け
る
剪
定
に
春
雪
が
邪
魔

本
田　

昭
雄（
舘

町
）

生
き
る
老
い
オ
シ
ャ
レ
忘
れ
ず
趣
味
を
持
ち

沢
田　

良
子（
上
市
川
）

<

俳
句>

生
か
さ
れ
て
九
十
四
才
す
ぐ
そ
こ
に

鳥
谷
部
せ
ぬ（
ひ
ば
り
野
）

竹
や
ぶ
に
へ
た
な
ハ
ト
な
く
春
ひ
が
ん

鳥
谷
部
せ
ぬ（
ひ
ば
り
野
）

<

短
歌>

軒
下
で
二
月
初
め
の
福
寿
草

　吾
に
強
く
な
れ
と
教
え
て
い
る
よ

橘　

ミ
ネ
子（
北
市
川
）

仲
間
ら
と
湯
槽
に
浸
か
る
ど
っ
ぷ
り
と

　語
り
明
か
し
た
ま
か
ど
の
宿
で

藤
村　

ナ
ヲ（
鍜
冶
屋
窪
）

バ
ァ
ー
ち
ゃ
ん
が
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
へ
通
う
日
々

　米
寿
む
か
い
て
共
に
め
で
た
し

田
代
十
志
男（
上
市
川
）

心
だ
け
た
だ
心
だ
け
投
入
し

　般
若
心
経
拝
書
す
幸
せ

畑
山　

房
子（
中

市
）

救急病院

皆 様 の 健 康 を 守 る た め ｢ 敷 地 内 全 面 禁 煙 」 で す。

内科・外科・脳神経外科は、毎週土曜日休診です。敷 地 内
全 面 禁 煙

五戸総合病院医師一覧表（外来診療） 平成 27 年 4 月 1 日現在

救急指定病院 問 五戸総合病院　☎６１－１２００

診療科 氏　　名 職名・派遣先 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
内 科 新 井 田 修 久 副 院 長 ○ ○ 9:00 ～消化器検査 ○午後消化器検査 ○ 4/10・17

岡 本 一 雄 副 院 長 ○ 倉石診療所 ○ ○ ○
田 口 順 科 長 ○ ○ ○ ○ ○
藤 田 均 医 長 ○ ○午後消化器検査 ○ ○ 9:00 ～消化器検査
八戸市民病院 救命救急センター ○ ○ ○
五 十 嵐　 剛 弘 前 大 学 9:30 ～消化器検査

【糖尿病外来】崎 原 　 哲 労 災 病 院 ○ 4/4 予約制
【糖尿病外来】松 橋 昭 夫 公立置賜長井病院 ○ 4/3・24 予約制
【循環器内科】三 浦 昌 人 東 北 大 学 ○ 4/22 ○ 4/3・10・17
外 科 蝦 名 宣 男 院 長 ○ 午後　乳腺・甲状腺外来 ○

安 藤 敏 典 副 院 長 ○ ○
佐 藤 龍 一 郎 医 長 ○

産 婦 人 科 井 戸 川 敏 彦 特 別 参 事 ○ ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 東 北 大 学 ○ 4/3・17 ○ 4/4・18

小 児 科 笹 野 拓 也 科 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 弘 前 大 学 ○ 4/3・17 9:30 ～

整 形 外 科 三 上 靖 隆 科 長 ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 労 災 病 院 ○ 4/4・18

脳 神 経 外 科 深 瀬 栄 一 医 療 局 長 ○ ○ ○ ○ ○
眼 科 応 援 医 師 岩手医科大学 ○毎週予約
耳鼻いんこう科 袴 田 真 理 子 八 戸 市 ○ ○

応 援 医 師 弘 前 大 学 ○ 4/4・18
皮 膚 科 加 賀 谷 早 織 東 北 大 学 ○ 9:00 ～ ○ 9:00 ～

小 泉 裕 子 東 北 大 学 ○ 10:00 ～ ○ 10:00 ～
○外来診療（初診・再診）月曜日～金曜日…受付時間　7:30 ～ 11:30
○第１・３・５土曜日（初診・再診）………受付時間　7:30 ～ 11:00
○糖尿病外来（第１土曜日）…………………受付時間　7:30 ～ 10:00
○診療等の予定は、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。
○他医療機関で受診している方は、紹介状をご持参ください。
○第２・４土曜日は休診です。
○小児科予約診療：月曜日～金曜日…………診療時間　15:00 ～ 16:30
　（ただし、健診等で午後、診療できない日がありますので電話でご確認ください）

急患は受け付けします。
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情報ステーション

　

図
書
館
で
は
、
平
成
22
年
４
月

よ
り
、
適
正
な
図
書
館
利
用
を
進

め
る
た
め
、
図
書
館
利
用
カ
ー
ド

【
五
戸
町
長
選
挙
の
選
挙
期
日
等

に
つ
い
て
】

■
選
挙
期
日

　

平
成
27
年
６
月
７
日
（
日
）

■
選
挙
期
日
の
告
示
の
日

　

平
成
27
年
６
月
２
日
（
火
）

■
開
票
の
期
日

　

平
成
27
年
６
月
７
日
（
日
）

【
五
戸
町
町
長
選
挙
立
候
補
予
定

者
説
明
会
の
期
日
等
に
つ
い
て
】

■
説
明
会

　

平
成
27
年
４
月
28
日
（
火
）

■
期
間

　

４
月
７
日
～
１３
日

■
運
動
の
目
的

　

新
入
学
（
園
）
の
時
期
に
あ

お

知
ら
せ

選
挙

安
心
・
安
全

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
の
更
新

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

五
戸
町
長
選
挙
の
日
程
に 

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

新

入

学
（

園

）

児

の

交
通
事
故
防
止
運
動

　

自
治
会
等
が
既
に
設
置
し
管
理
し

て
い
る
防
犯
灯
を
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

に
取
替
を
行
う
際
に
要
す
る
経
費

（
機
材
費
、
取
替
工
事
費
、
既
設
防

犯
灯
の
撤
去
費
を
含
む
）
の
一
部
及

び
防
犯
灯
の
蛍
光
灯
等
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

交
換
す
る
た
め
の
経
費
（
購
入
費
、

取
替
工
事
費
、
蛍
光
灯
等
の
処
分
費

を
含
む
）
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

新
設
も
対
象
と
し
、
予
算
の
範
囲
内

に
お
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
金
を
希
望
す
る
自
治
会
等

は
、
五
戸
町
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
防
犯

灯
設
置
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き

申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
【
防
犯
灯
】
夜
間
の
防
犯
及
び

通
行
の
安
全
を
図
る
た
め
、
道

路
等
に
設
置
す
る
照
明
灯
を
い

う
。
た
だ
し
、
装
飾
を
加
味
し

た
照
明
灯
及
び
駐
車
場
や
駐
輪

場
等
の
施
設
照
明
を
目
的
と
す

る
も
の
は
除
く
。

※
【
自
治
会
等
】
町
内
に
防
犯
灯

を
設
置
し
、
引
き
続
き
維
持
管

理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
自
治

会
及
び
団
体
等
を
い
う
。

■
補
助
率　

事
業
費
の
３
分
の

２
、
補
助
上
限
額
は
30
万
円
。

（
１
団
体
、
年
間
１
回
限
り
の

交
付
。
補
助
金
に
１
０
０
円
未

満
の
端
数
は
こ
れ
を
切
り
捨
て

ま
す
。）

■
募
集
期
間　

４
月
１
日
（
水
）

～
４
月
30
日
（
木
）

■
提
出
書
類

▽
交
付
申
請
書
（【
添
付
書
類
】

製
品
仕
様
、
工
事
見
積
書
の
写

し
、設
置
場
所
略
図
及
び
写
真
）

▽
収
支
予
算
書

※
各
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

各
支
所
・
総
務
課
に
お
い
て
準

備
し
て
お
り
ま
す
。

■
提
出
先　

川
内
支
所
、
浅
田
支

所
、
倉
石
支
所
、
役
場
総
務
課

問
役
場
総
務
課

☎
62

－

２
１
１
１
内
線
２
１
２

ＦＡＸ
62

－

６
３
１
７

　

小
渡
平
公
園
の
桜
剪
定
枝
を
無
料

で
配
布
し
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は

倉
石
支
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
頒
布
す
る
枝
は
、
枯
枝
や
病
気

の
枝
を
剪
定
し
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
販
売
目
的
で
の
持
ち
帰
り
は

固
く
禁
じ
ま
す
。

　

作
業
状
況
や
天
候
に
よ
り
準
備

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

剪
定
作
業
中
は
高
所
か
ら
枝
の

落
下
が
あ
る
な
ど
、
大
変
危
険
で

す
の
で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

問
役
場
倉
石
支
所

☎
62

－

７
９
６
８

募
集

平
成
27
年
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
防
犯
灯
の 

設
置
事
業
募
集
に
つ
い
て

小

渡

平

公

園

の

桜

剪

定

枝

の

無

料

配

布

た
っ
て
、
関
係
機
関
・
団
体
、
地

域
が
一
体
と
な
り
、
住
民
総
ぐ
る

み
で
新
入
学
（
園
）
児
を
交
通
事

故
か
ら
守
り
、
あ
わ
せ
て
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

■
運
動
の
重
点

①
新
入
学
（
園
）
児
の
安
全
指
導

②
新
入
学
（
園
）
児
へ
の
思
い
や

り
の
あ
る
運
転
の
推
進

問
役
場
総
務
課

☎
62

－

２
１
１
１

に
５
年
の
有
効
期
限
を
設
け
て
い

ま
す
。
今
年
か
ら
順
次
期
限
を
迎

え
る
方
に
、
住
所
・
電
話
番
号
な

ど
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
更

新
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
更
新
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
図
書
館
利
用
カ
ー
ド

▽
変
更
の
あ
る
方
は
「
図
書
館
利

用
カ
ー
ド
申
込
書
」
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

▽
町
外
在
住
の
方
は
、
現
住
所
を

確
認
で
き
る
も
の
（
青
森
県
内

図
書
館
共
通
利
用
券
、免
許
証
、

保
険
証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

問
五
戸
町
図
書
館

☎
61

－

１
０
４
０

　

こ
の
度
、
町
で
は
第
２
次
五
戸

町
総
合
振
興
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

本
計
画
は
、
企
画
振
興
課
お
よ

び
浅
田
・
川
内
・
倉
石
各
支
所
に

て
縦
覧
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
窓
口
に
て
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
役
場
企
画
振
興
課

☎
62

－

２
１
１
１

第
２
次
五
戸
町
総
合
振
興

計
画
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

午
前
10
時

■
場
所

　

五
戸
町
役
場
３
階
第
３
委
員
会
室

問
五
戸
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
62

－

２
１
１
１
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町
で
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
組

織
の
維
持
、
行
政
ニ
ー
ズ
の
変
化

や
多
様
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、「
五
戸
町
臨
時
職
員
・
非
常

勤
職
員
登
録
制
度
」
を
開
始
し
、

業
務
の
種
類
や
性
質
に
応
じ
、
臨

時
職
員
・
非
常
勤
職
員
を
活
用
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
臨
時
職
員
・

非
常
勤
職
員
の
登
録
を
希
望
す
る

者
を
、
予
め
登
録
し
、
任
用
の
必

要
が
発
生
し
た
際
、
登
録
さ
れ
た

者
の
中
か
ら
条
件
に
合
う
者
を
選

考
し
、
審
査
後
に
任
用
し
ま
す
。

■
登
録
資
格

①
申
込
み
の
時
点
で
、
満
18
歳

以
上
（
高
校
生
は
除
く
）
60

歳
未
満
の
人

②
自
動
車
運
転
免
許
（
普
通
）

を
有
す
る
も
の
で
、
通
勤
可

能
な
人

③
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規

定
す
る
欠
格
事
項
に
該
当
し

な
い
人

④
一
般
事
務
職
に
お
い
て
は
、
パ

ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
る
人

⑤
免
許
が
必
要
な
職
種
は
、
当

該
免
許
を
有
す
る
方
又
は
任

用
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

■
登
録
職
種
・
内
容

①
一
般
事
務
職　

役
場
、
出
先

機
関
で
の
業
務

②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

等　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で

の
業
務
、
登
録
は
非
常
勤
職

員
に
限
る
。

③
保
健
師　

役
場
で
の
業
務

④
看
護
師　

五
戸
総
合
病
院
、

役
場
で
の
業
務

■
登
録
方
法

　

臨
時
職
員
・
非
常
勤
職
員
登

録
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類

を
添
え
て
、
役
場
総
務
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
履
歴
書

②
資
格
を
証
す
る
免
許
証
の
写
し

※
各
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、
各
支
所
・
総
務
課
に
お

い
て
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

■
登
録
の
有
効
期
間　

登
録
申
請

書
の
提
出
の
日
か
ら
１
年
を
経
過

し
た
日
の
属
す
る
年
度
末
ま
で
と

し
ま
す
。
な
お
、
登
録
書
は
御
返

却
の
希
望
が
な
い
限
り
、
登
録
期

間
終
了
後
、
当
方
で
廃
棄
処
分
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
任
用
条
件

　

五
戸
町
臨
時
的
任
用
職
員
管

理
規
程
及
び
五
戸
町
臨
時
職

員
・
非
常
勤
職
員
登
録
制
度
実

施
要
綱
の
規
定
に
よ
る
。

■
そ
の
他

　

登
録
さ
れ
た
全
員
が
採
用
と

な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
五
戸
町
役
場
総
務
課

☎
62

－
２
１
１
１
内
線
２
１
２

ＦＡＸ
62

－

６
３
１
７

お

知
ら
せ

五
戸
町
臨
時
職
員
・
非
常
勤

職
員
登
録
制
度
に
つ
い
て

「消費生活相談」を八戸圏域の８市町村が連携して
行います。

　悪質商法、振り込め詐欺、多重債務など消費生活相談業務につ
いて、八戸市・三戸町・五戸町・田子町・南部町・階上町・新郷村・
おいらせ町の市町村が協定に基づき、広域連携による相談窓口を
八戸市に集約し平成 26 年４月１日から実施しております。
　町単独での専門相談員の配置は費用対効果の観点から困難であ
るため、広域連携により八戸市消費生活センターに専門相談員を
１名増員し、相談体制・機能強化を図るとともに、広域的な情報
収集による消費者被害の未然防止や早期解決を図ります。
　当町ではこれからも、住民の皆様が安全に安心して暮らせる地
域社会づくりを目指し、地域や関係者の皆様との連携を深めなが
ら消費者被害の未然防止に向けた啓発活動を進めていくとともに、
自立した賢い消費者の育成に消費者行政の分野からも継続的に取
り組んでまいりたいと考えています。

平成 27 年３月　五戸町長　三 浦 正 名

悪質商法、振り込め詐欺など消費者トラブルの相談は！
八戸市消費生活センター　　電話４３－９２１６
所在地　　〒０３１－８６８６
　　　　　八戸市内丸一丁目１－１　八戸市庁　別館５階
相談受付　月～金曜日　午前８時 15 分～午後５時
　　　　　（祝日・年末年始除く）

としょかんで　あ・そ・ぼ
■日時

年４回、土曜日 10：00 ～ 12：00
（４／ 25、７／ 25、10 ／３、１／ 23）
■場所

図書館（視聴覚室）
■対象

０歳～就学前の子どもと保護者
（兄弟、祖父母も大歓迎です）
■内容

絵本・紙芝居の読み聞かせ、屋内外での遊びなど
■スタッフ

五戸町子育てホットセンターあ･そ･ぼ & 図書館
スタッフ

参加は無料です。
事前申込みはいりません。
気軽に遊びにきてください！

としょかんで　あ・そ・ぼ

県税の口座振替のお願い
　県の税金の納付は、便利で、安全・確実な口座振替をご利用ください。
口座振替を利用できる県税は、自動車税、個人事業税、法人県民税 ･ 法人事業税 ･
地方法人特別税、軽油引取税です。県税部又は最寄りの取扱金融機関において、
通帳と預金届出印をお持ちいただければ、簡単に手続きできます。
　なお、自動車税の納税証明書（継続検査用）は、後日送付します。自動車税の
口座振替申し込み期限は、毎年４月 30 日ですので、お早めにお申し込みください。
　取扱金融機関は、県内に本支店がある地方銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫、
農協、漁協等です。（県外本店の金融機関は県内支店に限られます。）

問三八地域県民局県税部　納税管理課　☎ 27 － 5111 内線 211・327・357
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五
戸
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
設
備
利
用

料
（
年
間
３
，６
０
０
円
）
に
よ
っ

て
、
放
送
設
備
の
維
持
や
管
理
を

お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
国
か
ら
の
補

助
金
を
活
用
し
「
五
戸
町
内
光

ケ
ー
ブ
ル
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
線
改

修
工
事
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
災
害
等
の
視
聴
障
害
時

に
予
備
の
回
線
を
使
用
し
た
際
に

も
自
主
放
送
が
町
内
全
地
域
に
放

送
で
き
る
よ
う
に
改
善
い
た
し
ま

し
た
。
平
成
27
年
度
は
、
浅
田
、

倉
石
地
区
に
非
常
用
受
信
設
備
を

整
備
し
、
災
害
等
に
よ
る
視
聴
障

害
の
際
に
も
各
地
区
が
独
立
し
た

受
信
設
備
を
使
っ
て
テ
レ
ビ
が
視

聴
で
き
る
よ
う
工
事
を
行
う
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
３
月
に
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
が
長
期

に
わ
た
っ
て
未
納
の
利
用
者
（
13

世
帯
）
に
対
し
、
視
聴
停
止
工
事

を
行
い
ま
し
た
。
利
用
料
負
担
の

公
平
性
を
保
つ
観
点
か
ら
、
平
成

　

青
森
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
、
12
月
21
日
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

①
鉄
鋼
業　

時
間
額
８
０
０
円

（
改
正
前
７
８
７
円
）

②
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業　

時
間

額
７
３
５
円
（
改
正
前
７
２
１

円
）

③
各
種
商
品
小
売
業　

時
間
額　

７
２
７
円（
改
正
前
７
１
４
円
）

④
自
動
車
小
売
業　

時
間
額　

７
６
６
円（
改
正
前
７
５
３
円
）

■
応
募
資
格　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
の
申
込
み
を
し
て
い
る
方

■
訓
練
内
容　

木
造
住
宅
の
施
工

方
法
に
関
す
る
技
能
・
知
識
の

習
得
（
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
構
造
材

施
工
、
内
外
装
施
工
、
測
量
技

術
な
ど
）

■
訓
練
期
間　

６
月
10
日
（
水
）

～
12
月
７
日
（
月
）

■
訓
練
場
所　

青
森
職
業
能
力
開

発
促
進
セ
ン
タ
ー
八
戸
実
習
場

（
八
戸
類
家
）

■
定

　員　

15
人

■
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

等
別
途
）

■
申
込
み　

４
月
６
日
（
月
）
～

５
月
15
日
（
金
）
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ

問
青
森
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
八
戸
実
習
場

☎
73

－

５
５
３
５

ＦＡＸ
73

－

５
５
３
６

WEBhttp://www3.jeed.or.jp/aomori/poly/

27
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
継
続
し

て
行
う
予
定
で
す
。

　

事
業
開
始
時
に
は
難
視
聴
地
域

解
消
・
災
害
時
の
情
報
源
と
し
て

整
備
さ
れ
た
五
戸
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
す
が
、
今
後
も
皆
様
か
ら
の

ご
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
改
善

に
努
め
ま
す
。
利
用
料
の
納
付
に

つ
い
て
も
、
皆
様
の
御
理
解
と
御

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
役
場
企
画
振
興
課

☎
62

－

２
１
１
１

※
青
森
県
最
低
賃
金
は
平
成
26
年

10
月
24
日
か
ら
６
７
９
円
に
改

正
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
青
森
労
働
局

☎
０
１
７

－

７
３
４

－

４
１
１
４

お

知
ら
せ

五
戸
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
か
ら
の
お
知
ら
せ

青

森

県

特

定
（

産

業

別
）
最
低
賃
金
改
正

公
共
職
業
訓
練
「
住
宅
建
築
施

工
科
」
６
月
期
受
講
生
募
集

高齢者支援のための

わくわくボランティア養成講座開催 のお知らせ

■ 今、五戸町民は３人に１人が高齢者です。
■ 年齢に関係なくみんなで支え合っていく地域づくりが必要です。
■ 人との出会いが楽しいボランティアしませんか？
■ まずは、養成講座に参加して高齢者のことを学びましょう。

問五戸町地域包括支援センター（五戸町役場内）☎62－2111（代）

受講者募集！

１日目 平成27年 ５月 ７日（木） 倉石コミュニティーセンター（受付９：30）

２日目 平成27年 ５月 ８日（金） （８：15 役場集合） 青森県民福祉プラザ ほか

（内　容）行政説明、介護講座受講、介護予防体験、施設見学など
（参加費）無　料

※ボランティアに興味や意欲のある方であれば年齢性別は問いません。
【申込み締め切り】　平成27年４月17日まで
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◆図書館新着Books ◆
●開館時間　平日 10:00 ～ 19:00、土・日・祝日 9:00 ～ 17:00
● 4 月の休館日　3 日、10 日、17 日、24 日、28 日
●問い合わせ先　五戸町図書館　☎ 61 － 1040

【今月のおすすめ】
サーカスナイト

（よしもとばなな / 著　幻冬舎）
　事件の後、さやかは娘のみちると幸せに
暮らしていた。昔の恋人と再会し、忘れ得
ぬ人々へのつのる想いを重ねながら、愛と
祈りの絆は、やがて鐘の音のように地上に
広がり渡る…。

いちねんせいになったから！
（田中六大 / 絵　講談社）
　今日は入学式。「どうしたら、ともだち
ひゃくにんできるかな」と考えたりゅうた
ろう。自己紹介をしたら…カードを配った
ら…。でもきびしい先生だったらどうしよ
う？１年生の期待と不安を描いた絵本。

■一般　■ヤングアダルト
池上彰が読む「イスラム」世界 （池上彰）
認知症の「家族」と暮らす技術 （奥村歩）
今日も嫌がらせ弁当 （ttkk）
戦火のシンフォニー （ひのまどか）

「高倉健」という生き方 （谷充代）
幸せ嫌い （平安寿子）
幕が上がる （古閑万希子）
ブラックオアホワイト （浅田次郎）
ロストデイズ （大崎善生）
窓から逃げた 100 歳老人 （ヨナス・ヨナソン）

■児童
空を飛ばない鳥たち （上田恵介）
おーばあちゃんはきらきら （たかどのほうこ）
モンスター・ホテルでひみつのへや （柏葉幸子）
がっこうのおばけずかん （斉藤洋）
ベルンカとやしの実じいさん （パベル・シュルット）
ごんごろじゃがいも （いわさゆうこ）
みんなおおきくなった （藤本ともひこ）
す～べりだい （鈴木のりたけ）
はるのおとがきこえるよ （マリオン・デーン・バウアー）
ジャガーとのやくそく （カティア・チエン）

問公益財団法人五戸町スポーツ振興公社・五戸町スポーツクラブ
☎ 62 － 2301　FAX 62 － 2365

運動習慣の定着化を目指して【五戸ちゃんねる】
～4月の見どころ（予定）～

●第 27回定例会（３月議会）
　平成 27 年３月９日（月）に行
われた、一般質問の様子をご覧い
ただけます。小中学生の医療費給
付や商店街活性化、五戸総合病院
について等の質問がありました。

●五戸小学校卒業式
　平成 27 年３月 20 日（金）に
行われた、町立五戸小学校の卒業
式の様子をお伝えします。統合後、
新校舎で初となる卒業式にご注目
下さい。

※３月 20日時点の情報です。
※番組名は全て仮称です。また、
番組内容は予告なく変更する場
合がありますので、テレビ番組
表（五戸ちゃんねる 11ch）にて
ご確認ください。

　〝五戸ちゃんねる〟（11ch）は五
戸町ケーブルテレビにご加入の全
ての方々に無料で提供しています。
　五戸町ケーブルテレビは加入者
全員から集める使用料でその施設
の維持管理を行っております。
　五戸町ケーブルテレビの運営に
ついて、ご理解とご協力をお願い
します。
　なお、ケーブルテレビ使用料に
はＮＨＫ受信料・ＢＳ受信料等は
含まれておりません。各自でＮＨ
Ｋに受信料をお支払いください。

４月休館日
五戸ドーム：１日、８日、15 日、22 日、30 日
　　　　　　※29日（水）は通常営業、30日（木）が振替休館日となります。
倉石スポーツセンター：15 日

第 22 回五戸町長杯争奪ソフトボール大会
　平成 26 年 12 月３日（水）から平成 27 年２月８日（日）までの延べ８日間、
五戸ドームにおいて標記大会を開催いたしました。小学生チームを含む 13 チーム
202 名が参加。試合形式は昨年同様３ブロックに別れ、それぞれのレベルに応じ
て試合を行いました。
　参加者はソフトボールを通じて、冬期間の運動不足解消と交流を図り、思い思い
に楽しんでいました。各ブロックの優勝チームを写真で紹介します。

五戸町スキー・スノーボード教室
　平成 27 年２月 15 日（日）、奥中山高原スキー場（岩手県一戸町）において、
標記教室を開催いたしました。スキースキルアップコース 16 名、スキー親子レッ
スンコース６名、スノーボードコース１１名、付添含む合計 41 名が参加。五戸町
スキー協会およびスノーボードスクール岩手インストラク
ターより指導を受けました。
　今年度、初めて奥中山高原スキー場で実施しましたが、
初級者から上級者まで対応できるコースがあるため、参加
者は自分のレベルに応じた指導を受けることができました。

Ａブロック
　五戸高校野球部

Ｂブロック
　２試合負けても勝ち点３

Ｃブロック
　ヤング五戸スポーツ少年団

※４月から平日の閉館時間が午後７時になります。
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町 の 人 口
（前月対比）

男 8,882 人 （－ 9）

女 9,609 人 （－ 11）

総人口 18,491 人 （－ 20）

世帯数 7,024 世帯（－ 8）

平成 27年 3月 1日現在

№ 240

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
�

　

春
の
苗
代
づ
く
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な
ど
」
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春
の
苗
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づ
く
り
】

　

昭
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か
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年
代
に
か
け

て
水
苗
代
か
ら
折
衷
苗
代
へ
と
変

わ
っ
た
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冷
た
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水
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を

ま
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毎
日
水
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労
す
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平
成
に
入
り
空
中
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石
中
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日
本
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か
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箇
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所
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絵
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中
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存
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れ
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い
る
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絵
図
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き
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納
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月 日 行事名 場所 納期

4

11日 五戸ごみ０運動 町内全域 軽
自
動
車
税

固
定
資
産
税

町
県
民
税

国
民
健
康 

保

険

税

介
護
保
険
料

上
下
水
道
事
業 

受
益
者
負
担
金

26日 五戸地区消防連絡協議会観閲式 中央商店街通り・五戸小学校　ほか

25日～5月3日 春季スポーツまつり ひばり野公園　ほか

5

5月～3月 リフレッシュ健康体操教室 町立公民館

全期 1 期5月～3月 スクエアステップ健康体操教室 町立公民館

5月～11月 はじめてのトレーニング教室 五戸ドーム

6
13・14日 三戸郡総合体育大会 主会場：南部町

1 期
6月～7月 硬式テニス教室 ひばり野公園

7
26日 町民登山 岩手県　早池峰山

2 期 1 期 1 期
7月～11月 町長杯町民サッカー大会 ひばり野公園

8

１日 ごのへ夏まつり ひばり野公園

2 期 2 期 1 期16日 五戸町斎場納骨供養 五戸町斎場

８・９日 青森県民体育大会 主会場：上北地区

9

４日～６日 五戸まつり 中心街

3 期 3 期 2 期

５日 五戸地方小・中学校親善相撲大会 五戸小学校相撲場

６日 青森県民駅伝競走大会 主会場：青森市

17日 五戸町戦没者追悼式 町立公民館

27日 町民運動会 ひばり野公園

10

11日 町長杯町民ソフトテニス大会 ひばり野公園

3 期 4 期
中旬 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉祭 小渡平公園

中旬 五戸町総合防災訓練 浅田・豊間内地区

25日 町民歩こう会 薬研渓流

11

未定 五戸町自治会長会議 アピル五戸

６日～８日 五戸町産業と文化まつり 五戸ドーム・町立公民館
4 期 5 期 3 期

６日～８日 五戸地方農産物品評会 五戸ドーム

11月～2月 町長杯ソフトボール大会 五戸ドーム

12
６日 五戸町交通安全母の会チャリティー大会 五戸町立公民館

4 期 6 期 2 期
20日 町長杯ソフトバレーボール大会 倉石スポーツセンター

1

４日 五戸町表彰式・年賀交換会 町立公民館

7 期 4 期
10日 五戸町成人式 町立公民館

11日 新春マラソン大会 ひばり野公園

1月～3月 五戸ドームミニサッカー大会 五戸ドーム

2 未定 五戸町スキー・スノーボード教室 未定 8 期

3 ６日 五戸町消防団初午 中央商店街通り　ほか

※日程は変更になることがあります。詳細については広報・回覧等をご確認ください。

保存版 平 成 27 年 度 年 間 行 事 予 定
町民運動会 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり 五戸町消防団初午行事



行事についてのお問い合わせ先　五戸町役場　☎ 62-2111

日 記念日等 行事等

17 金 ● トコトコ教室（川内地区） 9：30 ～ 11：30 瑞穂館 春
の
火
災
予
防
運
動

18 土

19 日 食育の日

20 月 四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸町総合病院

21 火

22 水 ポリオ・三種混合予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸町総合病院

23 木

第
57
回
こ
ど
も
の
読
書
週
間
（
４
月
23
日
～
５
月
12
日
）

24 金
● トコトコ教室（豊間内地区） 9：30 ～ 11：30 豊間内地区コミュニティセンター
● とことん元気教室（又重地区） 9：30 ～ 11：30 倉石温泉
4 か月児健康診査（平成 26年 12月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

25 土

26 日 ● 五戸地区消防連絡協議会観閲式 中央商店街通・五戸小学校　ほか

27 月
● 献血 9：30 ～ 11：30 薬王堂五戸店

ホットセンターあ・そ・ぼ ( あそぼタイム ) 10：00 ～ 12：00 町立公民館

28 火

29 水 昭和の日

30 木

第 57 回こどもの読書週間
４月 23日～５月 12 日（休館日を除く）

「本は キラキラ 万華鏡」
▽「ターシャ・テューダー」世界展　生誕100年を記念し、関連本の紹介など
▽春のわくわく大作戦　　お楽しみ袋に入っている本はどんな本？中身わくわくドッキリの本をゲット！
▽ＹＡ（ヤングアダルト）向けベストリーダー本の展示
▽クイズラリー
▽おはなし会　５月９日（土）14時～15時

問図書館　☎ 61－ 1040



このカレンダーは広報誌からはずしてご利用いただけます。
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平成27年度
4 月

日 記念日等 行事等

1 水 県民交通安全の日

2 木

3 金
● トコトコ教室（浅田地区） 9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

3歳児健康診査（平成23年12月・平成24年1月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

4 土

5 日

6 月
ホットセンターあ・そ・ぼ ( あそぼタイム ) 10：00 ～ 12：00 町立公民館

四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸町総合病院

7 火

8 水

9 木
● 移動図書館巡回日 9：00 ～ 12：00 地区巡回
● とことん元気教室（石沢地区） 9：30 ～ 11：30 石沢地区公民館
● 人権相談 13：30 ～ 15：30 町立公民館

10 金 ● トコトコ教室（旧町内地区） 9：30 ～ 11：30 町立公民館

11 土
● 五戸ごみ０運動 6：00 ～ 五戸町内

● おはなし会 14：00 ～ 14：30 町図書館

12 日

13 月
● とことん元気教室（中市地区） 9：30 ～ 11：30 五戸町保健福祉センター

春
の
火
災
予
防
運
動

ホットセンターあ・そ・ぼ ( あそぼタイム ) 10：00 ～ 12：00 町立公民館
ＢＣＧ予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸町総合病院

14 火 6 か月児健康相談（平成 26年 8月・9月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

15 水 高齢者交通安全の日 麻しん・風しん混合予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸町総合病院

16 木

毎　年　1　回
健診を受けましょう！

特 定 健 康 診 査 等 の
お 申 し 込 み は
役 場 福 祉 保 健 課 へ
お 電 話 く だ さ い！
☎62－7958（直通）

月　間　メ　モ
■土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間
　4/1 ～ 6/1　役場税務課
■五戸ごみ０

なし

運動　…　4/11（土）
■平成 27 年度資産証明書発行開始
　4/1 ～　役場税務課・各支所
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月　間　メ　モ

日 記念日等 行事等

1 金 県民交通安全の日

第
57
回
こ
ど
も
の
読
書
週
間
（
４
月
23
日
～
５
月
12
日
）

2 土

3 日 憲法記念日

4 月 みどりの日

5 火 こどもの日

6 水 振替休日

7 木

8 金 ● トコトコ教室（浅田地区） 9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

9 土 ● おはなし会 14：00 ～ 15：00 町図書館

10 日

11 月
ホットセンターあ・そ・ぼ ( あそぼタイム ) 10：00 ～ 12：00 町立公民館

四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸町総合病院

12 火 10 か月児健康相談（平成 26年 6月・7月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

13 水 ポリオ・三種混合予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸町総合病院

14 木 ● 移動図書館巡回日 9：00 ～ 12：00 地区巡回

15 金 高齢者交通安全の日
● トコトコ教室（旧町内地区） 9：30 ～ 11：30 町立公民館

1歳6か月児健康診査（平成25年10月・11月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

16 土


